








5.結論 

 当科で経験した進行性遺伝性腎炎について検討した。遺伝性腎炎は主に難聴の有無によ

り Alport,non-Alport に大別されるが,この 2群間に明らかな臨床的・組織学的差異を見出

しえなかった。家族歴がなく同様の組織変化を呈する症例を報告し,sporadic case である

可能性が想定された。遺伝性腎炎は必ずしもまれな疾患ではなく,また家族歴の乏しい症例

も存在する。従って,chance hematuria and/or proteinuria の症例でも遺伝性腎炎の可能

性を常に念頭に置いておく必要がある。このことは不必要な治療を避けるためにも重要で

ある。そして本症の診断には電顕的観察がまず必須といえる。 


